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者乗客役会ア　に特にでと北まま　　　ｲ崔

十京加員議ミ尚プ集総し一海しれ十

二こ・しとがリ十口と会だ般道たて月

名神だの開｜月グしの　゜参加　゜の三　さ

で奈支交催ホニラて模今加ら　第十

行川郎流さテヤふ　｀様号者広　瓦日

は県はがれル九に記をはを島　回。　れ
れ．　｀行ま。日し念ご客含県　総目

ま愛北はし御－久講柿加めま　回－

し知海れた茶上が演告でてで　はぅ

た県道ま　゜ノ゛９をすきとの　盛す　る

ＱＳ　●し一水午こはるな７会　会曇

　京群た泊゛゛后こじとかも員　のの

　都馬　゜をに二紹め云っ意－　ぅ暖

　・県　共お時介大ぅた義二　ちか

　大・　にいよい会こ会の○　にい

　阪埼　してりた資と員あ名　開初

　で玉　て支乗し料にのるの　催冬

　代県　本部京まをな倍大参　さに

　表・　部長フ犬菰り様会加　れ恵

　　全　編

〒158　

国万

言膠七

色皆　原

｜谷　病帽a　丙

○田　友
パ

024　の

則19会

　　　　一　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　　　　私

　　　　｀　　　｀　　　　｀　　　　｀　　　｀　　　⌒　　達

ま問棟眼発副て添差公シ眼療眼　　昭全の

す医゛原　゜作下看額費工原法原　　　和国要

゜のの病　　用さ護べ負Ｉ病の病　第五膠望

　地拡の　　のい料ッ担グの確の　五二原事

　方充　専　　な　゜　を　ト　に　レ　内　立　原　　回年病項

　配と問　　い　　無のしン　｀を因　総一友

　置眼病　　薬　　料解て症残望究　会○の

　を　原　院　　品　　　化　治下　ｨ奘　さ　み　明　　Tgと1会

　望　病。　　の　　　に　と　さ　群れ　ま　と　　採石

　み専病　　開　　し付いをたす治　燃日
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　　　　一　　　　　衆全東大埼北橘　順東慶保朝　　　も
めらのす｀　　　　　議国京阪玉里浜同天京応健日　　　と総
共れ中－総　　祝　　院患都大医大市　堂大大同ホ　来　に会総
にるで今会　　，ｙ，　議者立．学科学立　大学学人｜　賓　円は　゜｀

唄医甦日に　　｀　　員団墨　大　大　学　　事ム　芳　滑金会
張療病のご　　と　　　体東　学　学　　　　　業ド　名　に井
りやに不出　　　　　　連病　　　　　　　　　団ク　　進昭の
た年苦況席　　メ　　　絡院　　　　　　　　　　　タ　－め氏
い金しとの　　ッ　　　協　　　　　　　　　　　　｜　順　らの　司
とのむィ皆　　　　　　議　　　　　　　　　　　　編　不　れ開
存医皆ンさ　　セ　　　会　　　　　　　　　　　　集　同　た会会
じ療さフん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　．　゜挨
ま福んレ遠電　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　　拶
す祉がの路文　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　称　　と
に策安きごを　　　　山山高八鈴近谷唱塩松東菊西　略　　同
世の心び苦文　　　　本本山倉木藤　本川尾条池来　゛　氏
田拡しし労心　　　　政洋悛隆輝啓賢博優　　一式　　　　の
谷充ていさ化　　　　弘二雄保彦文治史一寛毅久治　　　　司

区の生情ま゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会
議たき勢で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　五　　　四　三　　　　　二

をす方心て　厳ちの老　の様議　か　｀会お　｀会　｀策りま祝　｀会表す向し極皆し患後人国と方さ．ら貴゜折第を膠課申すし全議
すめをてめ様い者退医の考のれ健迪友　り五お原長しと会国員

るらめ医で方もや傾療瓦え総て康帯の　申回折病高上共員膠斉もれざ療困ののそ向有トま会い保の会　し総り友橋げに皆原藤
のよしを雌木がのに料三すはる険挨第　上会申の邦ま皆様病国

でう　｀うな日あ家あ化年　゜｀重法拶瓦　げをし会夫す様方友男すと組けこのり族らの度　極要1-を回　ま祝上様゜゜方日の　゜

゜し織　｀う総まをわた予　めなの送総　すしげ　｀　東の頃会
　ての生し会すとれく算　て情改り会　゜貴ま第　京御の第
　い一活たがりてら巡　重勢悪まの　べ会す五　都健御五
　る層し状　｀　まいみ求　要の案す開　１のｃ回　衛康努回

　このて況私　くるや内　な中が催　チ益東総　生と力総
　と発いを達　情よ福容　彦でこ　に　　ェ々甦会　局御に会

　に展け改患　勢う祉を　義開の　あ　　・の述を　特多敬の
　深　｀る貧者　はに関み　をか国　た　　ト御　祝　殊幸彦御
　い強よしに　一　｀隔て　もれ会　り　陶発　し　疾をを盛
　敬化う　｀と　段私予も　つるで　　｀　友展　御　病お表会
　意をな安っ　とた算　｀　も持論　心　のを　盛　対折しを

まにのののら　によとり先
しは間中会満友有うと万生木　　　　　　　　ま　はめ全めの

に感絶に員六の難に厚さ方日　　運　　　　一す総あに国で団皆
応謝大次数年会う多く　っ　｀全　　と，　　　九゜会り　｀患い体様
えのな第は　｀はご数おて来国　　ｇ　　　全七　のまち者るか方
地言御に約毎昭ざの礼御賓膠　　委　　会国七　ごせか家¬　｀も
道葉支認九年和い会申来の原　　　　　　腎年　盛んら族ゆ来含
なも援め百万凹ま員し場方向　　員　　長臓一　会かと集た年め

努ごをら名名十しの上下゛友　　代　　　病○　と　゜知会か四だ
力ざいれで前六だ御げさかの　　　　　　患月　ご　恵にな月全
をいたてす後年・出まい，御会　　表　　上者三　成　をを医に国

情まだ来゜の六　席すま多第　　　　　　連○　功　あ大概開四みせいたこ会月　を゜し用五官　挨　　田終日　を　わきとこ十
上んたもれ員に　得又て中回　　拶　　　協　　お　せく福う四

げし顧のはが結　ま病誠休総出　　　　　議　　祈　恒成祉との
ら　｀問と友ふ成　しをに日会　　　　　　会　　　り　闘功を準患
れ会の考のえさ　た押有をに保　　　昭　　　　申　しさめ備考

だ員先え会てれ　こし難お顧　　　　　　　　　し　よせざを・
先の生｀が現て　とてい差問蔵　　　　　　　　上　うるすす家
輩敵方こ世在か　誠かこ繰の　　　　　　　　　げ　でた｜す族

２



役
員
の
方
々
に
深
甚
な
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
近
年
膠
原
病
の
冶
療
法
の
進
歩
が
苔
る
し
い
こ

と
、
医
療
費
公
費
負
担
の
範
川
も
次
第
に
拡
大
し
て

い
て
、
友
の
会
設
Ｉ
当
初
の
目
的
が
着
々
と
達
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
皆
様
と
共
に
Ｉ
に
び
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

昭
和
四
十
七
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
の
特
定
疾

忠
対
策
中
、
膠
原
病
に
関
し
て
は
五
に
ト
ー
年
度
よ
り

テ
ー
マ
別
研
究
班
に
編
成
替
か
行
な
わ
れ
て
、
剛
‐

ｄ
免
疫
疾
患
に
関
す
る
研
究
、
ぶ
膠
。
原
病
の
冶
療
に

関
す
る
研
究
、
ぶ
免
疫
異
常
の
発
生
機
序
に
関
す
る

研
究
、
圃
系
統
的
血
竹
病
変
に
関
す
る
研
究
と
し
て

継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
膠
原
病
の
原
田
究
明
と

冶
療
法
の
確
立
が
一
目
も
早
い
こ
と
が
強
く
望
ま
れ

る
次
第
で
す
。

　

膠
原
病
治
療
の
公
費
負
担
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

対
象
疾
患
に
差
違
が
あ
り
、
例
え
ば
東
京
都
卜
部
で

最
も
範
囲
の
広
い
地
区
で
も
巾
Ｓ
Ｌ
Ｅ
、
閃
強
皮
症

㈹
皮
盾
筋
炎
、
多
発
性
筋
炎
、
㈲
結
節
件
動
脈
川
囲

炎
、
㈹
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
㈲
悪
性
関
節
リ
ウ
ｙ
チ
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
広
く
全
国
的
に
そ
の
範
囲
の
拡

大
か
切
甲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

μ
生
年
金
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
は
木
年
八
月

大
幅
に
改
止
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
障
害
年
金
に
つ

い
て
友
の
会
機
閔
紙
「
膠
原
」
の
最
近
の
五
号
（
二

ト
九
号
―
三
十
三
号
）
で
シ
リ
ー
ズ
解
説
を
編
集
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
充
分
な
活
用
を
期
行
致
し
ま

す
。

！
―
－
‐

・
Ｉ
Ｉ
Ｆ

　

し
か
し
な
が
ら
膠
原
・
炳
に
関
す
る
社
会
の
関
心
は

ま
だ
ま
だ
庫
く
、
必
膠
原
病
が
幼
年
に
発
生
す
る
例

も
あ
り
、
膠
原
病
で
苫
し
か
人
々
は
姉
え
続
け
て
お

り
ま
す
。
伊
原
病
の
原
囚
究
明
、
冶
療
法
の
確
立
の

運
動
は
猶
力
強
く
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
今
田
の
患
者
団
体
八
１
　
一
団
体
中
叫
十
四
団

体
が
賛
同
し
て
叫
五
十
三
年
春
を
目
標
に
「
豊
か
な

医
療
と
福
祉
を
目
ざ
す
全
田
患
者
家
族
渠
会
」
開
催

の
牟
備
か
進
め
ら
れ
て
お
り
、
友
の
会
の
目
的
と
合

致
す
る
こ
の
迎
勁
に
当
友
の
会
も
加
入
し
、
こ
れ
を

成
功
さ
せ
る
為
の
行
動
を
お
こ
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
御
行
同
を
得
た
い
と
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

本
日
の
総
会
を
有
意
義
な
も
の
と
す
る
た
め
に
皆

様
の
御
理
解
御
胞
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
運
営
報
告

　

昭
和
．
九
十
一
年
．
九
月
一
日
よ
り
昭
和
五
十
二
年
十

月
末
に
．
ヤ
る
一
年
六
ヶ
月
間
の
迎
営
報
告
を
致
し
ま

す
．
（
こ
こ
で
は
第
四
回
総
会
か
ら
第
五
回
総
会
ま
で

を
一
年
問
の
区
分
と
致
し
ま
す
が
、
友
の
会
の
年
度

区
分
は
あ
く
ま
で
三
月
末
日
が
年
度
木
で
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
ト
さ
い
．
）

　

出
第
四
回
総
会
の
£
念
講
演
と
し
て
、
膠
．
原
病
の

　
　

正
し
い
知
識
を
皆
様
に
習
得
し
て
頂
き
ま
し
た
．

　

口
医
療
・
福
祉
相
談
に
つ
い
て

　

総
会
の
後
句
門
の
謡
先
生
方
に
よ
る
相
談
会
を

　

行
い
ま
し
た
。
各
丈
部
に
お
い
て
も
年
に
一
回

　

な
い
し
二
回
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
心
タ
務
局
に
お
い
て
電
話
・
文
章
等
に
よ
る
相
談

　

を
受
け
つ
け
、
運
営
委
貝
会
に
は
か
り
お
答
え

　

し
て
参
り
ま
し
た
。

㈹
迎
営
委
員
会
に
つ
い
て

　

毎
月
第
」
木
曜
‐
に
開
催
し
、
諸
問
題
を
討
議

　

し
て
参
り
ま
し
た
。

‐
広
報
活
動
に
つ
い
て

◇
「
膠
原
」
の
発
行
（
郷
了
0
3
号
）

◇
（
膠
原
特
集
二
号
）
絹
発
I
ｔ

◇
膠
原
病
診
療
手
帳
の
配
布

ふ
行
政
機
関
に
対
す
る
要
請
活
動
に
つ
い
て

　
　

障
嗇
年
金
改
正
の
時
期
に
あ
た
り
、
膠
原
病

　

に
関
す
る
諸
症
状
か
廃
疾
認
定
の
等
級
基
準
の

　

区
分
ご
と
に
巾
広
く
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

　

り
ま
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

　

あ
り
ま
す
。

㈲
支
部
活
動
の
推
進
を
は
か
っ
で
参
り
ま
し
た
。

　
　

（
・
京
都
支
部
・
・
兵
庫
支
部
）
が
発
足
い
た

　

し
ま
し
た
。

剛
難
病
・
障
害
・
福
祉
団
体
・
協
力
関
係
者
と
連

　

絡
協
議
し
て
、
活
動
を
す
す
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
倉
田
委
員
の
報
告
）
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参こ含炎症テ定省難　しのへの同足　　　　　　し五た別
りのま゜・マさに病こた存の会陶し早　　　　　た十の表

まこれそ皮トれお対こ　゜在啓も者てい　昭　　　゜二では　昭昭しとるし膚｜たい策数　は蒙いの七も　和　　　　年　｀膠　和和
だはまて筋デわてと年　社とつ親年の　五　　　　度こ原　五五
努　｀で五炎スけもしの　会田し睦目で　十　　　　収こNo　十十
力皆と十一かで持て間　にのかのを私　一　　　　支で３２　＿

の様な二多含す定　｀に　広施必集迎だ　一　　　予は号　回‾
結とり年発まが疾昭難　く策要いえち　年　　　　算割に　年年
果共まよ性れ｀忠和病　認推にとるの　度　　　案愛す　度度
でにしり筋　｀そ公印友　識進せしこ全　運　。　はさで　収収
あ友だ悪炎年の費十の　さ運までと国　営　松　総せに　支支

るの　大敗・々中負八会　れ勁ら発に胆　報　本　会てご　予決と会　関結追に但年が　るへれ足な原　止　委　に頂報　竹算
思活　節節加¬対十多　まとてしり炳　゜　員　てき告　采蒜
い勣　り性さ全象月く　　で発　｀たま友　　　　の　承まい　　土
まを　ウ動れ身疾よ生　と回－はしの　　　　報　認すた　　ｎ
す進　マ脈で性病りま　なし般ずた会　　　　告　さ　゜し

゜め　テ周強ェが厚れ　　り　｀社の　゜も　　　　－　れ　ま
　て　が囲皮り指生　｀　まそ会友　発　　　　　　ま　し

　　　　　　（劃　　　　　　　　（３）　　　　闘　　　　田　　　　　。◇　　◇◇広　　　　　　　◇運　　◇◇医　．､、す講　　　　　会
膠　。瓦．報支員必まにし毎宮相受事専療ま会る演　　　　　の
原て但十膠活部の要す重　｀月委談付務門・す員゜会　　　　　目
陶いし二原動と実に　゜要支第員にけ局講福　゜お　を会病るい的
診ま名年゜にの態応　議部二会応ふに師祉｀゛よ　通対気と知゛
概す簿度のっ通読し　案お木にえ茫てに柏　び　じ策の共窪
手゜は会発いけ査て　をよ曜っま采和よ談　－　てを原にを木
帳゛二員行ていを関　肘び日いす瓦談るに　般　膠推因会総会
の　年名一　を行係　議会にて　゜会⌒相つ　社　原進完員めは
配　に簿年　はい機　決員定　　　に電談い　会　削す明和　｀膠
布　一の問　かま関　定相例　　お話会で　に　のると互明原

　　度発六　りすへ　し互運　　い・の　　理　正こ洽のる病
　　再行回　ま　゜の　会の宮　　　て文闘　　解　しと概貌いに
　　淵　の　す　陳　の精委　　研書催　　を　いで法睦概っ
　　査　予　　゜　情　週報員　　除ごを　　深　知あのを養い
　　し　定　　　　活　営交会　　を訪行　　め　識り碩は生て
　　編　｀゛　　　動　を換を　　重回い　　　て　をま立か活の
　　集　　　　　　・　行を開　　ねごま　　頂　習すとりをFに
　　し　　　　　　　会　い基催　　　てをす　　　き　得　゜社　｀送し

　　　　　　　　　れ合他現　　　　　　.、（7い6）　（5）　とて二こS　　　　　｀すの在　　　　まさ五協難支　　行◇
｀　　　　　　　　　承る役会規　　すれ十議病郎す⌒政そ

　　　　　　　　　認よ員長　　　　゜ま二し・活　゜交織の
　D　　　　　　さぅか　｀　約　　　し年　｀障勣゛郷関他
　砂海　　　ｘ‘ﾏｽ･こ　れ会代副一　　　た度共害の　とに必
　　　　　仙咤う　　た則行会　　　　　の通に・推　連対要

　　　　　⑤　

゜のし長　部　　　で’’活福進　けす資

　　　　　　　　　　一でか改　　　通計勣祉を　いる．料
　　　　　　　　　　部い欠　　　　　営画を団は　し要の　　　　　　　　　　をる員正　。．計。行体か　問靖配
　忿　　　　　　　　⌒改ので　　森　圃案い・り　題活布

　‘’’・　　　　　　　富正であ　　田　どま協ま　を勤を
　　　　　　　　　田し　｀り　　　委　しはす力す　提を行
　　　　　　　　　委たこ　｀　　員　て総゜関　・　示行い
　　　　　　　　　員いのそ　　の　ご会　係　　　しいま
　　　　　　　　　脱旨現の　　報　報に　者　　てます
　　　　　　　　　明提状業　　告　告て　と　　行す　゜
　　　　　　　　　゛’案に務　　゛　致承　迎　　き　゜
　　　ら7　　　　　　さ適を　　　　　し認　絡　　　ま

４－



「
ゆ
た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
Ｉ

　
　
　

令
田
心
者
、
家
族
生
会
」
参
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
要
望

　

膠
原
三
卜
．
二
号
で
全
公
‥
ロ
に
町
ひ
か
け
ま
し
た
し
、

木
‐
の
総
公
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
全
円
患
名
・

家
族
渠
公
は
賛
同
団
休
四
ト
門
で
実
行
委
員
公
を
構

成
し
、
そ
の
巾
の
ト
七
団
体
（
令
叫
膠
原
病
友
の
会

を
含
む
）
が
幹
心
μ
団
休
と
な
り
引
斤
－
三
年
四
八
二

日
（
‐
）
東
京
郎
勤
労
福
祉
会
館
で
入
渠
公
を
川
く

よ
う
着
々
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
．

　

こ
の
集
会
を
収
功
さ
せ
る
為
に
．
’
目
万
人
の
仙
人
丈

持
桝
名
、
多
数
の
団
休
丈
持
z
:
＾
"

Ｖ
*
-
を
求
め
、
渕
名
と

共
に
カ
ン
パ
に
よ
る
総
細
目
標
一
．
．
に
目
力
円
の
刄
奎
１
　

行
う
こ
と
（
募
金
は
．
妾
ぶ
Ｉ
、
Ｉ
気
川
紙
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
の
印
刷
物
、
発
送
、
実
行
晏
‥
Ｈ
ヤ
父
遥
費
な

ど
の
属
動
費
に
充
‐
）
円
公
乱
川
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
．

　

地
域
難
辿
所
収
支
部
は
地
域
埋
辻
に
介
面
的
に
協

力
し
、
丈
部
公
に
は
支
部
役
い
に
出
力
し
て
行
員
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
．

　

詳
し
く
は
本
部
よ
り
各
支
部
、
各
公
‥
以
に
お
願
い

致
し
ま
す
が
、
公
に
何
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
積
極

的
な
行
動
を
お
噸
い
致
し
ま
す
．
（
富
川
委
‥
り
）

一
◇
｛
ｊ
公
名
よ
り
こ
の
要
｝
を
総
公
で
爪
Ｉ
さ
れ
た

　
　
　
　

確
砲
さ
れ
た
、
）

「
い
い
一
六

公
の
‐
的
と
Ｉ
に
友
丿
膠
Ｗ
ミ
ー
三
じ
よ
り
吋

　

一
‐
１
１
１
‐
‐
‐
ｆ
‐
―

　
　
　
　
　
　

‐
Ｌ
‐

　

‐
－

　

す
る
、

ぶ
巾
な
る
巾
薯
迎
動
で
な
く
国
に
運
動
に
す
る
。

口
こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る

　

１
　
　
肴
と
宗
族
に
人
き
な
激
励
を
お
く
る
。
）

　

。
豊
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
、

　
　
　

全
川
患
者
家
族
渠
会
″
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
公
竹
村
扱
Ｉ
）

　

（
実
行
委
し
λ
Ｉ
一
．
－
ス
い
一
5
2
年
９
‐
2
3
日
弟
３
㈲

　

実
行
委
‐
公
ぷ
録
）
に
よ
る
．

Ｉ‐
現
存
の
賛
同
同
体
四
－
四
回
休
（
介
川
お
よ
び
岫

　

卜
心
者
丿
休
．
．
ト
じ
．
介
浬
油
・
八
－
１
　
　
辿
・
‐
心

　

同
、
地
域
邨
辿
レ
川
．
）

恋
名
祢
・
公
川
・
役
い
・
‐
‐
な
ど
き
ま
る
。

　

Ｉ
Ｉ
仏
－
Ｉ
か
な
医
療
と
柚
祉
を
’
め
ざ
す
Ｉ
全
‐

　
　

１
　
　
考
友
族
渠
〈
．
犬

　

②
全
‐
渠
公
＝
昭
和
．
八
ト
ー
．
年
四
川
～
目
（
目
）

　
　
　

東
京
都
勤
労
柚
祉
公
館

　
　
　

心
京
都
巾
火
区
新
・
］
‥
…
剛
一
－
－
「
Ｉ
ト
門

　
　
　
　

（
地
ト
鉄
八
丁
川
ト
巾
一
分
）

　

③
役

　

‥
ロ

　
　

代
表
委
に
＝
ト
川
（
全
腎
協
）
伊
藤
（
北
面
酒

　
　
　
　
　
　
　

糾
辿
）
木
定
（
全
国
心
臓
病
の
．
Ｌ

－
‐
－

１
－
－

一 一

　
　
　
　
　
　
　

供
を
守
る
介
）

　
　

雅
務
胴
長
＝
山
本
（
豪
遊
辿
）

　
　

澗
務
り
次
長
＝
小
林
（
介
難
辿
）
村
田
（
東
京
）

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
（
仝
交
災
）

　
　

公
計
＝
江
‐
（
硬
化
・
征
）

　
　

幹
㈲
り
他
川
（
京
祁
）
石
川
（
人
阪
）
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
ン
セ
ン
氏
・
炳
）
未
定
（
‐
心
同
）

　
　
　
　
　
　

野
島
（
。
自
叫
不
良
性
貧
血
）

　
　

会
‐
鵬
介
り
宍
…
川
（
膠
原
陶
）
…
も
ト
（
ベ
ー

　
　
　
　
　
　

チ
。
ヴ
ト
）

　
　

以
ト
ー
じ
川
体
で
幹
訂
公
を
構
吸
す
る
。

即
今
後
の
‐
動

①
出
会
昆
願
叩
ｙ
石
原
舎

◇
Ｘ
々
い
’
‐
万
人
分
刄
介
目
標
二
。
白
万
円
（
実
行
委

　

へ
の
納
人
率
3
0
応
と
し
て
）
地
峨
難
辿
所
属
団

　

休
（
丈
叩
）
は
地
域
邨
辿
に
冗
名
卵
金
を
集
中

　

す
る
。
そ
の
内
部
で
細
‐
を
定
め
る
。

◇
乱
鳳
項
目
・
採
択
さ
れ
る
こ
と
か
人
切
な
の
で

　

門
－
。
八
項
‐
に
絞
る
こ
と
と
し
て
分
務
局
、
幹

　

分
公
に
。
一
任
す
る
。

◇
－
一
月
巾
旬
各
川
休
に
ｙ
々
い
川
紙
を
配
布
す
る
。

②
川
休
支
持
桝
名
・
幕
金

◇
募
金
‐
標
Ｔ
Ｏ
Ｏ
力
円
（
実
行
委
へ
納
人
分
納

　

入
率
5
0
ら
と
し
て
）

◇
要
ぷ
範
川
・
政
党
、
労
組
、
巾
瓜
団
休
、
地
方

　

’
‐
冶
休
佇
長
、
議
に
、
尚
年
団
、
町
内
会
、
医

　

療
関
係
問
体
、
そ
の
他
可
能
な
他
川
へ
広
く
要

　

‐
川
す
る
、

－
ｌ
‐
―
・

５



ト
Ｌ
ト
上
回
委
口
の
森
田
か
よ
ト
さ
ん
と
河
野
手
方
子
さ
ん
が

初
め
て
お
已
え
に
な
り
こ
の
会
を
作
り
た
い
と
い
う

こ
と
か
ら
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ろ
っ
て
塩
川
優

一
先
生
の
と
こ
ろ
へ
お
邪
魔
し
て
こ
の
会
が
で
き
た

と
い
う
1
1
1
合
で
、
こ
の
会
と
は
他
の
心
者
会
と
は
ち

か
っ
た
っ
な
が
り
を
も
っ
て
ず
っ
と
今
ま
で
ま
い
り

ま
し
た
。
余
り
お
匪
謡
ら
し
い
お
附
話
も
せ
ず
ま
い

っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
と
な
く
身
内
と
い
う
感
じ
を

も
っ
て
お
り
ま
す
。

一 一

－
‘
一
一

- 一 一 一 -

◇
勁
乱
占
近
く
竹
同
団
休
へ
配
布
す
る
。

③
冑
。
伝
活
動

◇
非
肘
道
傍
辿
よ
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ポ
ス
タ

　

ー
の
デ
ザ
イ
ン
が
提
出
さ
れ
討
議
さ
れ
た
。
。

　

こ
れ
に
爪
い
て
次
川

　

ｔ
一
一
月
中
句
に
心
捉
案

◇
マ
ス
コ
ミ
対
策
・
次
川
実
付
委
で
収
材
し
て
八

　

う
ｒ
定
。

④
各
吹
病
・
各
地
収
の
心
者
の
実
態
・
実
情
報
告

　

い
‥
を
訂
務
吋
へ
寄
せ
る
こ
と
。
″
心
者
の
実
態

　

報
ハ
‥
災
”
の
よ
う
な
も
の
を
Ｉ
公
に
む
け
介
行

　

す
る
。

人
変
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
公
‥
口
名
簿
（
八
月
一
目

川
）
か
や
っ
と
山
火
上
り
ま
し
た
が
人
部
ま
ち
か
い
の

個
所
が
打
り
ま
す
様
で
編
集
‥
ロ
ー
同
深
く
お
わ
び
巾

し
ト
げ
ま
す
、
お
気
‐
の
個
所
が
行
り
ま
し
た
ら
葉

Ｉ
に
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
又
名
筒
は
公
八
佃
」
の

親
睦
の
為
に
お
分
け
し
ま
す
も
の
で
此
の
取
扱
い
に

は
充
分
ご
注
心
戴
き
度
く
会
員
外
の
方
々
に
岱
出
し

た
り
な
さ
い
ま
せ
ん
様
に
く
れ
ぐ
れ
も
御
願
い
致
し

ま
す
。

　
　

（
与
山
雅
務
局
長
い
報
礼
）

営営営営営私

　
　
　
　

こ
の
会
の
発
足
当
時

　

た
だ
今
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
た
西
来
と
巾
し
ま
す
。

朝
方
か
ら
会
場
に
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
肖
に

盛
公
で
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
と
巾
し
ま

す
の
は
１
　
’
‐
身
こ
の
公
の
発
足
当
町
、
ち
よ
う
ど
昭

和
川
‥
十
六
年
だ
。
た
と
思
い
ま
す
か
当
時
私
は
保
健

同
人
卜
叉
団
に
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
運

舎
舎
舎
舎
営
兪
営
黎
舎
営

営
営
営
営
営
営
舎
禽
舎
皿

講
と
「
膠
原
病
友
の
会
」

－
四
万
八
千
件
の
電
話
相
談
の
中
か
ら

とョ　次の患分現後く様てま今
な回弓に子者け在の思な有し目
っ昇三jT患数での会っご難たは　事　　す報

で万万忿務者八昆会にて返う　゜お　　　　る告
回にＦＮ数凹ま員のぉ訂ご又出　務　　つお
り　力Jにには五す数勁りをざ回に　　　　　//
ま゛I　保六気とはきま差ぃ特く　屈　　　の

す。旨管十の次八をすJIまもぃ　司　　　よ゜一９し一うの六部いずす㈲処　．』　　う
　Ξ珊で名ち表/1報さる　゜務を　報　　　な

　耶　屈と女の宮，告で罫な筒よ　　　　　ち
　　司るな仕様で申此がかにく　告　　　の
　届回在っ患に㈲し他出なぉぃ　　　　　を
　万言庫で者な宍，ﾄ．に来か使ら　　　　　集

　珊づ図居故り別け第まごりっ　　　　会
　旦芒占りじま　ヽま門せ満をし　　　　　に
　比　はま八し年，す回ず足戴で　　　　　む　呂回　｀す門だ令　゜総申のき　ド　　　　　け

　¬－　　｀゛宍，゜別　会訳ぃまさ　　　　　発
　お印　　で全に　辺なくしぃ　　　　　行
　ロ

○５２年１０月３０目現在の病名別と年令別会員数

年令 S LK 強皮症 筋炎 動脈周囲炎言 リウマチその他百計
10才米収 ２ １ ５ ０ ０ ０ ０ 　　８

－　--
　４４10才代 　３１

一一　１８２

３ ４ ０ １ ２ ３

20才代 ５ ８ ０ １ １ 11 208

30才代 164 26 １４ ３ ３ １ 14 225

40才代 １１０ 35 １８ ８ ４ ６ ２２203

50才代 ４５ 34 １８

　０

３ ５ ９ ７ １２１
　一一　１９60才代 ５ ４

　１一一　０

２ ３ ４

70才代 ２ ０ １ ０ １ ２ ６

年,令不明
　　８－　－－　５４９

　　　２

－　－－　１１０

ド　０ ０
　１－--２４

Ｏ１１１

合　計 ６８

----

１５ １６ 63 ,845

患者外※ ，２０

全会口数 ･86緊

もっまがと一こ切穴同和す盛帽

ってしっい先とめ秀人四の会方た

ておたたう生かてげ淑十はでかだ　　　　朝

おり　・っ:llのらおの叉六私心ら今　　　　Ｄ

りま余な合とご已森団年∩か会ごこ　　¬

ますりがでこ縁え田にだ身ら場紹の　　　ホ
すがおり　｀ろがにかおっこおに介会　　　Ｔ

°｀匪をこへでなよりだの祝まをの　　　ム

　屈居まﾌﾊそヽ壽ｈ　ど．咄ﾕI- A (.1 1.1「べ娶

倒
‐
‥
『
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
』
編
集
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
来

　

武

　

洽

６



- - 一 一 一 一
一 一

』
－
‐

　

私
自
身
は
昭
佃
ニ
ト
し
年
に
腎
結
核
で
右
の
腎
臓

を
と
っ
て
片
腎
会
と
い
う
公
に
入
っ
て
お
り
ま
し
て
、

も
う
二
十
五
年
片
腎
で
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
私
の
経
雁
は
ち
ょ
。
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
し
て
、

三
収
県
で
浄
土
真
宗
の
な
の
什
職
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

功
ト
か
こ
の
公
に
出
席
す
る
の
は
ち
と
拙
い
の
で
あ

り
ま
す
が
、
（
笑
い
）
光
生
方
の
匙
を
役
げ
た
跡
仕
末

を
す
る
の
が
坊
ト
。
で
す
。
し
か
し
坊
ト
が
心
者
会
に

出
る
の
は
拙
い
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
の

で
し
て
、
聖
路
加
痢
院
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
、
あ
の
病
院
の
中
に
は
教
会
か
お
り
、
牧
師
さ
ん

か
お
り
ま
す
。
几
生
方
の
㈲
診
と
同
じ
よ
う
に
牧
師

さ
ん
か
毎
‐
ご
機
嫌
は
ど
・
つ
で
す
か
と
・
咽
・
￥
を
川
っ

て
い
ま
す
か
、
皆
さ
ん
。
１
　
気
で
お
ら
れ
る
、
我
々
坊

ト
か
川
れ
ば
そ
れ
こ
そ
塩
を
撒
か
お
る
。
（
笑
い
）

ま
だ
ま
だ
‐
本
で
は
本
当
の
宗
教
が
～
を
お
か
れ
て

い
な
い
し
、
か
え
っ
て
診
療
の
邪
魔
を
す
る
よ
う
な

宗
教
か
入
り
こ
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
払
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
仏
は
叫
年
の
療
心

生
活
後
々
を
出
ま
し
て
、
刈
に
与
を
追
い
出
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
（
父
い
）
以
後
ト
六
年

ほ
ど
医
俵
関
係
の
出
版
に
従
訂
し
て
お
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
川
十
八
年
に
ソ
辿
の
長
石
村
を
見
学

し
て
来
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
、
一
〇
〇
歳
の
老
人
が
ソ
ホ

ー
ズ
と
か
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
い
う
国
営
の
農
場
で
午
前

中
働
い
て
、
午
後
は
白
山
に
好
き
な
こ
と
を
し
て
い

ｉ

る
。
そ
れ
は
長
老
と
し
て
心
ま
れ
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
、
農
必
を
使
っ
て
い
な
い
。
空
気
が
と
て
も
き
れ

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
私
た
ち
か
い
っ
て
珍

し
さ
も
あ
っ
・
た
の
で
し
よ
う
が
近
所
の
人
が
み
な
ご

馳
心
し
て
く
れ
た
。
目
の
前
で
山
羊
を
パ
ン
と
や
っ

て
‐
つ
き
の
肉
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
仏
た
ち
は

介
然
食
欲
が
わ
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
か
歓
迎
な

の
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ソ
辿
船
で
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
横

瓜
へ
川
っ
て
来
ま
し
た
。
横
浜
へ
人
港
す
る
と
東
京

湾
は
ひ
ど
く
汚
れ
て
い
る
。
ま
る
で
ど
ぶ
で
す
。
こ

ん
な
に
ひ
ど
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ち
よ
う
ど

高
度
成
長
時
代
で
束
京
も
横
浜
も
ス
モ
ヴ
ク
で
空
気

が
ひ
ど
く
汚
れ
て
い
る
、
私
は
当
時
東
京
の
川
地
に

住
ん
で
い
た
の
で
す
か
ｒ
供
か
か
わ
い
そ
う
と
忠
っ

て
東
京
か
ら
の
脱
出
を
図
り
神
余
川
県
の
海
老
々
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
家
を
求
め
て
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

″
ダ
イ
ヤ
ル
フ
レ
ン
ド
″
と
い
う
電
話
相
談

　

し
ば
ら
く
山
話
か
入
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
。
ぶ

話
の
入
っ
た
の
を
機
会
に
″
ダ
イ
ヤ
ル
フ
レ
ン
ド
″

と
い
う
…
］
話
相
談
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
自

殺
■
>
!
-
防
の
た
め
の
電
謡
で
す
。
電
謡
の
入
っ
た
案
内

状
に
何
か
お
役
に
び
。
つ
こ
と
が
あ
っ
た
ら
と
吠
‥
い
て

出
し
た
の
で
す
。
そ
れ
を
朝
‐
新
聞
の
砲
者
が
目
ｍ
で

新
闘
に
人
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
昭

和
叫
ト
六
年
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
‐
ま
で
に

四
万
八
ｆ
‐
の
電
話
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
一
番
多

い
の
か
医
療
相
談
で
す
。
私
は
仄
師
で
な
い
の
で
医

砂
の
内
容
に
は
か
ち
入
ら
な
い
。
し
か
し
い
か
に
間

－
Ｉ
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違
っ
た
医
療
を
受
け
て
い
る
か
、
こ
れ
か
Ｊ
常
に
多

い
の
で
す
。
払
は
今
、
朝
‐
籾
聞
の
『
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
』
と
い
う
雑
誌
の
編
集
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
（
家
庭
医
）
を
も
っ
て

い
な
い
人
が
非
常
に
多
い
。
か
か
り
つ
け
の
お
医
者

と
家
庭
医
と
は
ち
か
う
の
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
仄

帥
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
か
熱
を
出
し
た

と
き
に
診
て
も
ら
う
、
よ
く
な
れ
ば
そ
れ
っ
き
り
で
、

道
で
遭
っ
て
も
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
人
だ
な
あ
と

い
っ
た
ぐ
あ
い
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
家
庭
医

と
い
う
の
は
‐
分
の
休
質
と
か
家
族
の
経
済
状
態
ま

で
知
っ
て
も
ら
ご
ｃ
、
い
ざ
と
い
う
時
、
何
で
も

相
淡
に
の
っ
て
も
ら
う
、
い
わ
ゆ
る
心
の
通
っ
た
関

係
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
で
な
い
と
よ
い
医
療
は
受

け
ら
れ
な
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
愚
川
医
を
紹
介

し
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が

仲
々
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
れ
は
自
分
と
医
師
と
の

間
に
心
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

ブ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
、
つ
ま
り
第
一
次
医
療
、
こ
れ

が
非
常
に
人
Ｉ
な
の
で
す
か
、
‐
本
の
場
合
は
残
念

な
か
ら
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
か
現
状
で
す
。
た

ま
た
ま
あ
る
大
学
病
院
に
ょ
い
先
生
か
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
間
い
て
も
、
ご
出
席
の
先
生
方
を
前
に

し
て
申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
す
か
、
‐
本
の
病
院

の
シ
ス
テ
ム
で
は
仮
に
そ
の
よ
い
先
生
か
第
」
内
科

の
教
授
で
あ
っ
た
場
合
、
第
二
内
科
あ
る
い
は
第
三

内
科
の
叉
付
へ
行
く
と
、
そ
の
患
者
は
第
二
内
科
ま

た
は
第
三
内
科
の
心
者
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
矛

７



つの人けう例ど　　けごつ先ど誌らろるかかか　どた整うひ固

て語は取珀えとも　た迷な生うのでう　｀かな気もれち理ヶいし

いで臼り度は人う　方惑がにい編すか専っい持うほもを１たた

てい分方と私そ－こををり電う集　○　ゝ門て　・ち一ど助ホス忠シ

そうのかかがれっんごかが話･､･y:の私先のみそとっ節か｜もちス

う執角あＢ取たはな紹けでし門仕は生先たういは約るム多がテ

だ着度ると材こ人例介るきての･μやと生りいう私でしドい吋ム

そでかわいしと坪あしこてよ瓦をいのか　｀うかたき　｀ク　ｏ門な

うす固けうては相んてといろ生しにつわこ中　｀ちる問夕このの

だ゜まで角叉で談ないはるしかて二なかっにち忠か頌１の先で

と中っす度び:きで例まあもくおい士がらちはっとわにがい生す

いにて　ｃとをなす　すりのおらる数りなへ患とのかなやろの　゛

っはい椙か，り．い　゜　゜まで願れの年がいか者も側り　っっい特ま

てrlる談　｀くの人　　　すすいるで　｀でとかの定のまててろ出」た

も分　゜をいとでが　　　かかしか　｀医きいっ但」牛．心せいくなを甲･

らがつかろきす人　　　｀らまをど療てうてでに掛んるれ矛と純

い答まけい　｀けを　　　相　｀す知の関いｊみあ通け　゜医れ盾っな

たえりてろＡれ救　　　談先とっ人係な拓たっじと　療ばのてか

いを仏来のとどう　　　を牛いて学のいちりちてい　費　｀交しぜ

とも教る受い　｀すふ　　　受にう　｀に雑かあすへいう　　も私通まそ･

こよなをとは顔い枯　ｙ地にごれはぶっえか卜．たい話いねＬい

とうい妊　｀さをのはま宿方に･ざて失話とは。．がまうで光　｀でう

ににか娠」’んり，だでたしか楽いき礼をお　｀笑ドじセは生そす入
しし相しどでるとっ汗てら示まただかほ電い　リやツことう　Ｑも

たろ談だもしの思きど‾束面し（」とけちl活゛クくパう思でまい
ととしとがよちっりも入京いたし恩てくをとフし詰厄1っすたま

いいたきこう厭だ働をぽ’｀てとばっ来たかい｜のまうたねおす

うっら今人　｀だとき預言出もいらててさけうド叫っとりと医　゜

゜すこそ上あどとこにけ　ヽてらうくいちいてよをはたおす軽者一

と　゜のにっういろ出た孤来い　ｃたるよと来う食何相答るくさ概

こそ亭相ていう　｀るい独たた何つとついてなへが談え　゜云んに
ろれ|こ談年う－よたのと女かでと受とうこ相てよばをそっでは

かにはしr-こ笑くめだいﾀﾞ･っすど話お－ち談しいかしうてもい

牛．胆　｀たでとい問丿乙かう人たかう器待笑らもまかりてでく　｀え

まをお　゜あで゛くどとヶ生とともかちいがあっ　｀でいはれあま

れ守．前生るす｀゛ともい｜でい聞あらぐ出るた。はまなるあせ

ててのむ　c’かあドをうｘしうくり斤だ　｀る　゜が笑なすく先いん

みて好かトとなど預柏でたズとが楽さ自とか入いく　゜枯生いが

る生き生の聞たもけ談すが笑２とがい分ちと丈゛｀そはをで身

とむなまr･くおのた　｀　1｀　｀い緒う流とてよ恩人今おう電よす勝
　　　　　　　　　　　　　－

発とんと1ﾓの　せ崩さいもりい今の力ら愛をでj’･人ことあん大
回ぱなはので人んれれ　゜電面たす中屁れ知じはををんさなが変

しし例い悪　｀帽がるて今気倒　゜ぐの干･る医っな牛．抱どんだ来で

たたかわ1」別け。といはかくなﾀﾞ一二人か人といむえはざはてす

゜こあなばれん笑いる人やさぜど％に　｀に已゜かで保ん馬ぐ’

荼とるいかたかいうがT.っいかもこア三久結そら悩健お鹿れ保
碗か　c’｀りいは－　゜。ててらとかれン才徳めこ馬ん婦説だて健

をら部必訴と犬　゛ど笑哺くしいいはケ児先てで鹿でに教　｀　｀所

以夫屋ずえ相も　こい乳れいうなか｜以生ご私だい胆を年どへ

い婦のあて談食　の一尨る‘’といなト下とらはとるをしｆう電

たけ真なくしわ　線　｀をかご育方り調のいん吋い人政てない話

おん中たるてぬ　か母持育飯児が大査子うな愛っにて帰どっし

前かにがかくと　崩乳た児をとよきをど小さいて向たっ生たた

がに置悲払るは　れをせはたいいいしも児いいもっ゜てむかと

わないいは人よ　る与るやくうと数たを科と」’･解で現いかとこ

るりたと椙がく　　のえ啼っこもい字とものいど決　｀にっらいろ

い別荼い手いい　がる械てとのうでこつ先っもすあ子たわう保

｀れ碗うかるっ　知とがくもは母あろ母生たのるなど　゜ると健

蹴話を　゜悪　９た　　り線発れ洗か親る　｀親か　・寝もたも払い　｀婦

とに蹴こい亭も　まが明な濯なかがそ一お　顔の年二はに．さ

８



とで詩語　　ちしなてもイつ夜いすさ生にに自白とそるとらば

いあちの払　方合いしっルけ寝うすいきそは分分こう　゜思　｀し

うりこ横は　　｀い　゜まて｜るるがめとてん絶はかろを茶うけた

のたま町う現考かだっいム　゜前　｀る私いなえわわへし碗がんあ

でいれのれ世えなんてて主今おそ　゜はけこずるる置たを別かな

｀とるごし利方くだ　｀学議は茶ん改いると波くかいとひれがた

お考　｀隠い益をなんお校でマをなまうかを風なっていっ話嵩が

布え寺居こと変っ家父かあイ飲他っ゜いいがいたわえくにじそ

施てとにと現えて族さらるホみ人だ話けっ立｀とるばりなてそ

はいい相で生なくかん帰・｜な行話しなてつ相いか置かっ｀っ

いまう談も利さる離おる子ムが儀し合い生　゜手うっいえたいか

くすのす悲益い　゜れほとど主らな合っかきこか家ただし　゜ろし

ら　゜はるし　とまばさ自も議の話いて　｀てのわ庭と方た馬いい

か払そよい　いずなん分かと話しなごやいせるはいもと鹿ろと

いがううこ　い自れとの自いし合どらっけちい円う自きげあい

い寺いにと　た分に顔部分う合いでんてる辛と満こ分　｀たっう

かのう　｀で　いのなを屋のかうできなごかいいでとが自こたと

と出と何も　　゜心っ合へ郎実習はなさらと世うあにそ分と結こ

い身こで　｀　　のてわ人屋は慣ないいんいの家りなんがで果ろ

うだろも落　　詩話さっをマをくととなう中庭　｀るなそあだか
　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　ゝ　　　　Ｑ

かぃな変ぃぃぃ未払らと利利病のす神そり変ぃ探おなえしえ｀相

ぶるる喜るてとさが　｀ぃ益益気願る宮れし大っす詣たるよる談

っ　゜とん　゜ひぃん入陶うで。がJ、゜はでてきて　゜りは　゜う。も

た何頭でたっっ｀院気こはげ早ご－だ一こぃも今し二隣と笑多

まをかぃまくた今しにとなんくと笑め年の　゜せ一た万りぃぃぃ

まゃらるたり人目てなをくぜ治もぃだ間時．．ぃ円と円はう－゜

おっ毛のましかはぃっぃ　｀りり金｀7かあと笑ぜ玉き包一が私

医て布で普まぃ普たてぃ現ゃまぷそらまばぃぃは財め万らそは

者ぃをす逆しま通鴎よま生くすもんこりか－百あ布と円　｀うで

さるがのだしの院かす利一ようなんよりお円まの答とおはき

んのぶ別お　゜たおのっ　゜益とうか虫どぃ　｀正　｀り中えぃ布ぃる

とかっのしふ　゜し患たそ－ぃにりのはこ五月そなのるう施っだ
看とて－っだ払っ者とれげぃとまよ川と千にれぃ一　゜かにてけ

腰間も人こんはこさぃはんまかすぃ崎か円明でけ番。ら相も包

婦くぞのかはこがんう病しす　｀よ話大な札洽願椚小笑　｀場相み

さとも患出血の出のこ気よ　゜こうは師ぃを神ぃどさぃそは場な

ん　｀ぞ者た尿言て中とにう払れになへと奮宮ご大ぃ゛れなかさ

に毛ゃはのが葉うにでなりはをとぃお　｀発にときお神なぃあぃ

感布っ朝を出をれ．すっゃ現現が詣明すおはぃ金社らとると

謝をてに大て闘し西　゜たく世世　ヽそり冶る脂大とをへあ答で答

考先なし見健し先をなっ臨基究本吉の本ンれが学　立んの婦し

え生生ま逃康て生知こて終盤に人だ貴人とが｀の昭ちなでさて

方のまいがだ読のらとしのがなのと護の告ン昭岸和だこすんい

か真やまし乙ん９ねにまとあり仏い隨考げと和本三いと　・にる

出剣さしたとだ死ばなうきるま教うかえま宣二英十とか私面の

発にしたの書とをなり　゜医　゜せ的研目方す告十夫九恩情はとで

しがい　・にいこ見らま日師終んな究本の　゜さ九先年いも大向す
てンも全今てろつぬす本も礼゜考をで相がれ年生にたりい　　゜

いをの身度あ．め　゜゜で右のアえしも違ンたに　｀亡つ情にっ照

る見で状こる私るた仏そ護儀メ方だ本でに　゜ア皆くにも考てれ

の詰は態こ　゜は心ま教ん婦とりをこ人す対アメさないっえあか
だめながに最幸a-だ的ならい力問とに　゜すメリんったてさりあ

とていよぶ初にとまなこ病うに題がが国るリカもたっ何せかる
恩お　｀いつにしい久目と人もはにあン立アカでご東たからとの

いらそとか読てうし本をかの牛しりをガメでが存京の世れうで

まれこいっんが本擬人しらがりなま知ンリはンじ大でのまと先

するかってだンをりのた離あスくすらセカ本をで学す申しい生
゜先らた驚と辺とに考られっトてがせン人人発しの　゜のたえや

ま生岸よいき外り岸え大てて教は　｀る夕とに見よ宗　役゜な看

だの本うてはは出本方便い　｀の研日べ１日がさう教　にこい護

９



なとをぐ　　すす皮ら我仏るか自でいなり人ですだいても例生

いでく金こ　　゜かでぬ身教とな分すっいなはずとっ　｀うえき

゜すれにの　　　｀厚皮にのねかも　゜てこさ¬ね生肘てそけば甲

お　゜て結頃　　昔い　｀六語たそ一人いとい他゜きい喜れた靴斐

経福やぴ福福　のは金分にんう緒かまでこ人ア甲てんをい屋と

を祉るつ祉祉　人か出を．ではに何すすとのメ斐あではとさい

あのとけ福は　はりすとやみゆよがかい喜リとるくいいんう

け心い　｀祉横　うか括りわたかがよ随　｀っひ力い　｀れたうがこ

るはう金との　ま面はだらりずっい喜こてをダうする人こたと

と布　｀のいつ　いの聞いか　｀　｀だこのれお自ビこば　｀ぴとくに

布施そあうな　こ皮か欲く足人なと涙をり分・とらそとでさつ

施のれるがが　どぬの見をがあをを仏まのトはしれかはんい

を心は者｀り　を－皮皮せひ何としこ教す喜・そいがはな靴て

出でとが福　　　い笑　｀　｀るっかいてぼで　゜ひダうこ雖きくを書

すなん貧祉　　　っい人人のぱよっ喜すはなとンいと屋心　｀つい

゜けで乏と　　　だにのはついてぶと¬かすダうたの地靴くて

布れもない　　　とと情難ウたこ忌　｀い随なるンこと牛がをっお

施ばな人う　　思あは儀ソりとぶそう喜か人とと思きよってら

とないにと　　　いりうはのすを　゜の随＝でにいない甲いく金れ

いらこ金す　　まます知皮るすな時応ときなうのま斐とっをる
　　　　　　　　　　　　　・　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

見け年しシつ－ん．．．んる三東ずをる封j､るえ②あは　横との行う

てと寄でルけ緒で笑のお列京るゆ゜座こず眼るな布のいがでの

いいにいバをに両い席母にへこずい施とに施゜い施つう法すは

るう席な｜　しに手一もさ並電とるまII　｀こ||①　゜はなの施　゜お

｀のをいシてこをドうんん車でのシ仏⑤にや言仏そがは　｀お互

こはゆ　゜ｌいにひアまかでであはル放心こさ辞放れり横お金に

れ親ずこトるころがく小電通る自バに施しし施のでがの互を施

がのるんに片しげあとさ車勤　゜分１は||ていｈ中はなつに包し

しやななつ方ててくるいをし私かシ。心い眼やにおけな布む合

つっど子いに座席との子持ては一１　ドでるざさ無金れが施のう

けてとどてシっを子よどちい海歩卜座で　゜しし財だばりをが行

でい思もおルて．とど｀-もまま老退とのき④　｀いのけななし財為

するいが母バいっもとにすす名いい行る身③言七からのあ施で

゜こっ大さ｜るてはけ¬゜がかてう＝こ施和葉施となでっ　｀仏

あとこきんシ　゜｀パしおこ　｀ら老のとと||顔をといいすてお放

あをなくは｜そおッか前の横横人がいを身悦かいえと　゜い経で

せ子いなしトう母とけ　｀開浜浜にあうす体色けうば思福るをい

いど　゜っつかいさ跳ておも駅へ席るのるで施る放そい施　゜あう

｀もしてけあうんびい母　｀で出を　｀か　゜で||こえうまに布け布

こがつおをるしと込るさあはてゆ席あ⑥きたとかですは施る施

いそでうる酒のま　　　あしいのれらのだんだ聞こ入をかギとう
うれはい　゜を例し私　る　｀゜行をそまとのめくつれ木皿リをせ

こは自うそ飲をたは　と家⑦　｀見うま思やのととるのをス子い

と大分毎うむ引　゜去病いの房一てな見わっおお何屈お落にどと

を変た日い　｀いそ年気う中舎歩いこ習なて皿母かで皿とももい

し結ちをうそてれ９とこを施退るとっいいをさやすにし同かう

な構で送日う　｀に夕共ときilく　゜をたかるつんっ　・変てじ見の

けな手れ常い夫はィにでれ一と席いのらこくかてとえ絶こ習で

れこをば生う婦いヤ生もい宿いをって　｀とっおいこたえとうな

はとつよ活いけろルきあに一うゆてすおをて婆るろ　゜ずが｀く

よでないのろんい毘るるす飯こずい　゜母犬いち　゜か木割あこ　｀

いあいか中いかろ法　　゜るととるる私さ蓄るや何あのるるれ自

医るで　｀でろ　｀電６　　　｀いをとけたん生とんをる皿　゜゜か分

療け行も払な親話と　　　家う考いれちのに答にや日はそ一しの

かれこちた例子でい　　のこえうどもやしえなっ子犬こ家つや

受どうろちをけ受う　　　中とねこ子子るてたってどやでのけっ

けもとん病引んけ本　　かでばとどどこや゜たいも猫母中でて

ら　｀す愚人いかたを　　円もなもももとるおとるがの親ですい

れそる者はて　｀和書　　満あら下はにをこ母きかこ餌か年゜る

なう　゜会どいお談合　　　でるな座そえそとさのとつを皿寄ィこ

－ １０



るのかすこがといいに療るのてぱ的か人はあなりかかかと本な

゜つあ　゜と　ヽ考もうおの　｀人いりに　｀にじっっす　｀な本で当い

　なっ自は皆えの自任こそたく合向私まめててるそい当きに　｀

　かて分ことるを分せとうち　｀うかにでたいいこう　゜でて情経

　り　｀がの共　｀　≒勝すはいに運こっは発こかるとい世すいＩな済

　の社あ会に忙こ手る今う自営とて疑展のね家なうの　゜るい的

　中会っの先しんな　｀日樵分にな手間し¬ば族くも中そかこ衷

　でのてす生いなこあ大のだ大くをてた膠な　｀｀のにう　｀と付

　自つ　｀ば方先ことあ勢つち変　｀とすと原らそ患をはは本でけ

　分な家らに生と　｀でおなの苦手り　゜い陶なの者利いい来すか

　とが族し相をを卒，も集が気労を合けう友い患と用ろっこ　゜得

　いりがい談独聞直なまり持を携っれのの　゜借家しいてん走ら

　うがあとに占いにいりをちしえてどか会わと族たろもな借れ

　個でっこ果して先この益をてていもよ乙ず家　｀り政現患会な

　人きてろっては生う専々卒い会く皆いかが族患　｀党状者がい

　がる　｀だては失にで門高直るを　｀がも会二ｶﾐ借利政は会次と

　牛　゜地といい礼闘ものめに運盛足－の員１手が用派そはかい

　かこ域思たけかけな先る申営りをつか数三を世さがうならう

　さの社いだなしばい性　゜し委立．引のど九人と話れあはい次の

　れ横会まくいらよと万医出兵こっ目う百でりにたえいのへは

に度　上かに　　　　　　　あ　立のにいわ気病尿まけよ病の

接昭私げれ協膠　　　Ⅱ　　り貴てあ参くさと気晦にれう院き闘
し和がまる力原　　　　　　か重てる加とれ非かと日は｀-’のら晦

ま二戦すよし晦　　　膠　　とないこしいてにら非常な　｀高いと
し十争　゜う合友　順　原　　う時くと　｀うは生辰に生り尚島ない
た二か　にっの　天　訟　　ご聞こだ会こいき出生活まに博言う

゜年ら　なて会　堂　回　　ざをとと員とけるすきをせ従先葉勇

そに帰　　っ今で　大　ど　　いいこ思に　・ま　｀るる続んう生でま

のはっ　た目は　学　よ　　またそいなそせとと　゜け　゜ののすし

愚じて　この会　教　く　　しだ意まっれんい考そて高でい　゜い

者め内　とよ員　授　す　　たき義すでに　゜っえれい血すわそ言

さて科　をうか　　　る　　　゜ごか　゜いは正てるをく圧　゜れれ葉

ん膠の　心に次　塩　に　　　静あおるこし間　゜晦　｀の成るよが

は原医　よ盛第　　　は　　　聴る互ののい違そ気糖人人従りあ

高尚局　り大に　川　　　　　くといはよ医っうを尿は晦晦社り
いのに　おなふ　　　　　　　だ思に非，う療たでや病死も。、会ま

熱愚人　祝総え　優　　　　　さい会常なを医はっの血従し保す

を考り　い会　｀　　　　　　　っまをに生受療なつ人圧晦よ険が

出さ　｀　申か互　一　　　　　てす盛意者けにくけはのでう中　｀

しん丁　し問い　　　　　　　｀゜り義会で惑病て糖まなび央払

かこさしかにま人で人と社たいるんとそがのそら幸　とをっ顔

しとれはと高すはははで会間陶と体いの先よの　｀にそ強しては
けはたあい原　．｀払世す的に気申にう中日う点膠しのくまし真

れ胸とるわの辺あは間゜に大なし附辞に患な竹原で後感しま赤

ば気思かれよ前あ膠に五豚きの越着句　｀若気を胸先豚じたいに

早かい　｀たうはそ原殆・原いでさすか法さが思の年原たかまは

く早ま大かな豚う病ん六病変すれるあ華ん致い様政病の　｀しれ

医くす体　｀日回叉でだど年へ化かまとっ輝かしお子府のでこたて
者発　・にそ光’｀すとい前のが　｀しなてのらまこかが治しん　・｀

に見社おうのとか云なに関あ友たか　ヽ中手すす大難療だな大そ

かさ会いい強はとえかは心りの　゜なぞに紐　゜とき弱に　゜こ学し

かれ的てっい高云ばっ膠がま会確かの．を今今く対携　わでて

るるに礼だと原９殆た原非し総か洽通膠い思昔変策っ　い色－

とこ知会誤こ蓉てん　｀晦常た会にらりかたいのっをて　弱ん週

云とら的解ろ菜下どとをに　゜か膠な豚草だ出感てとき　気な間

うでれにはでとさのこ知高そ五原い原にきしに来りま　が弱程

こ　｀る十今お同る御ろっまの回病病弱着また耐まあし　あ気で

と－と分でこじと近がてっ一閲は気はくしのえしげた　るの亡

に寸い認もるよ思所今いたつか難で一如たでずたてか　の勉く

なおう識少のういの日るこはれしあたと　゜す夢゜か　｀　か強な

- Ｈ



病く気こ方にた頃り違　す力こぐな　くだか負々大の社療あり

のそののか対　゜にまう膠゜をこにる菊変とわ担問き療会福るま

原う治よらすとはせわ原　合に治の池っ思かか題い養が祉とす

因云療う陶ろこ絶んけ病　わ集るでさていり皆か進に膠もいし

はうがに床坑ろ対がでと　せま迄はん来ままさあ歩大原向う　｀

か時発色に生か治ハすい　てっになはてすせんりをき病上こ社

な期連々お薬原らンねら　膠てはい今い゜んのまもくをすと会

りがすのいか因なセ　゜病　原お大か後まそが生すた関認るでの

難来る病てでにいン皆気　病ら分と病すう　｀活　゜ら係めよ色方

しる　゜気くきな病病さは　のれ時云気　゜いやにそししるう々か

いと膠はれてる気　｀んち　研る間わの　うはどしままとにな膠

゜思原原と　｀紺とこ御よ　究完かれ方　風りれてすすいな対面

他い炳因云現菌云れ承っ　に生かまも　に一だ甦゜しうり策陶

のまでがう在がわは知と　当方かしす　社つけ病難　｀こまかの

病すも分位は見れ払かは　っはるたぐ　会の役医陶又とすな患

気゜払るに患って達どか　て一とか洽　的人か．療対冶は　゜さ者

とたはこな者かおのうの　お生思　｀る　にきっ費策療患これは

違だおとっさりり学か病　ら懸いまよ　もなてのに法音うる人

っ膠そでたんそま生わ気　れ命まだう　大進い公はにさし　｀変

て原ら病゜のれしのかと　ま　｀すすに　き歩る費色もんて医で

をそっ身ス身　は一意い誘ら病なくなたつしれすよれとっ二原

うのたにと性．聊か歩すと因れのらもど人うてになうれすたつ固

ま他の紅云工原なわる云のるかな　｀いがの病もわかばぐ　゜辺は

く色で斑えリ陶りかこう力こたいもろ店人気うち　｀す結そ卜ど

使々すかばテの近っとこ１とは　゜うい飽にに－なこぐ婚のはう

え新が出非マ友いてがとドは休体一ろにはしつりれ聊か－あも

るし今来常卜のた行火がさ否資質つなな害て　｀易は原出つる－

よいでるに｜会ろけ切出えめとのの誘るのしないそ病来はらつ

うおはと重デでうはな来待ない方要因゜なまり傾れにな体しで

に薬ス云いス会と今のまたいうは素かそいうや向はない質いな

ながテう病でほ，巴のですなの悪なかあの薬誘すのどる　｀的とい

っ出口非気す数っ進可　゜けでいか揃る他に因いよ強か結ないら

だ来イ常で　゜のて歩　゜すれす力なわ　・｀よか体ういと婚もうし

゜でドに高工一おかこなはか｜かな体請っあ質なも心しのこい

そ　　｀危いリ番りらのわ店　｀ド難い質ぷ｀てるのもの配で　｀と　｀
こ最免険外テ多ま云よち気もをしとプ希体゜人のでさ子体が少

で近疫なかマいすえう誘にう持い膠ラ症質例をではれ供質火な

正は抑店出卜の　゜ばに因な－っ・原ス　｀をえ一すなるがと体く

しそ制気て１は　解一にらつて膠駄少日持ば押゜いで生云わと

いれ剤だ全デ全　決歩注なのお原にな光っふしぞしまうかも

症　こは見とて通工云てはとぉよなまする肺でる抑ド険ぅ話治

はその容か感す人リぅ近専か医ぅっくけ　゜炎すとぇホなにに療

皮の病易遅じ　゜とテ形所門ぁ者にて使れ昔に　゜菌るルのしなを

膚次気にれる現同マがの医っに平．ぃうどはなこにこモはてり受

かにによてほ状じトよ医のたか素るこ　｀そっれよとン腎ほまけ

硬多とく病どで生Ｉぃ者と時かは　゜と最れたかるかを臓ししれ

くぃっな気には活デとのこにっ近そで近でりら感でぅのぃたば

なのてらかよェをス思とろはてくれそはかし冬染きま病゜゜今

るが一な悪くりすはぃこで専ぃのでのスな　｀に症るく気工是迄
病全番ぃくなテる長まろ治門てか西よテりそ向にの使でリ非の

気身大　｀なっマ方ぃすで療のごか来ぅ口のれぃ対でぅすテ正危

で性切早ってトが病゜治法ぉ悲りさなイ人でますすこがマし険
す強でくてぃ｜殖気そ疸を医く．つん人ドか病する　・と　、トぃな

゜皮す見かまデぇでぅし書者なけのもと亡状か祇こでこ｜治状

私症　゜っらすスてぁぃてぃにぷのぉ肋坑くか　｀抗の病れデ療態

達で　け来゜は来るぅ貰てから信話か生な急冬力病気はスをは

のす　る院し公てけやぅぃか変頼にる物っににか気のスで受公

方゜　こすかのぃれり　｀たるっでぁこ質た悪な弱に進テ一けの

へ強　とるし様るど方そだ　｀たきっとをのｲﾋるぃか行口缶る様

も皮　か方発だの普でぅぃ或こるたにぅですとのかをイ危よな
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こ
う
云
う
方
が
随
分
来
ら
れ
ま
す
。
強
皮
症
と
い
う

の
は
大
体
手
指
の
方
か
ら
始
ま
っ
て
身
体
の
方
ま
で

皮
膚
が
硬
く
な
っ
て
来
る
の
で
す
か
、
皮
膚
だ
け
が

硬
く
な
る
の
で
は
な
く
内
臓
ま
で
・
硬
く
な
っ
て
来
ま

す
。
病
気
の
か
た
は
よ
く
御
存
じ
で
し
よ
う
か
皮
膚

だ
け
い
く
ら
よ
く
し
て
も
病
気
は
よ
く
な
ら
な
い
、

食
辿
か
硬
く
な
っ
て
食
物
か
の
み
こ
め
な
い
、
肺
か

硬
く
な
っ
て
き
て
呼
吸
が
困
難
に
な
る
、
そ
う
云
う

内
臓
の
病
気
を
含
め
て
治
療
し
な
い
と
い
け
な
い
の

で
す
。
強
皮
症
の
治
療
は
や
や
遅
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
も
使
い
ま
す
し
、
最
近
は
コ
ル

ヒ
チ
ン
と
云
う
楽
や
又
血
管
拡
張
剤
も
用
い
ま
す
が
、

強
皮
症
を
と
め
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
か
な
り
難
し

い
。
強
皮
症
の
心
者
さ
ん
の
‐
常
生
冊
で
は
身
体
を

勤
か
す
こ
と
か
人
切
で
す
。
強
皮
症
の
か
た
を
私
達

か
見
て
い
る
と
、
病
院
に
入
る
と
か
え
っ
て
病
気
か

悪
く
な
る
、
何
故
か
と
考
え
る
と
身
休
を
動
か
さ
な

い
か
ら
で
す
。
強
皮
症
は
元
来
血
液
の
循
環
が
非
常

に
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
皮
膚
か
硬
く
な
る
と
勿
論

血
管
も
硬
く
な
る
、
安
静
に
し
て
い
る
と
益
々
血
液

の
循
裂
が
悲
く
な
っ
て
、
例
え
ば
ｒ
や
足
の
光
が
黒

く
な

へ
な
る
病
気
で
す
。
皮
膚
か
硬
く
な
る
と
勿
論

も
Ｉ
硬
く
な
る
、
安
静
に
し
て
い
る
と
益
々
血
液

砥
が
悲
く
な
っ
て
、
例
え
ば
ｒ
や
足
の
光
が
黒

っ
て
釆
る
と
云
う
こ
と
が
お
こ
る
。
強
皮
症
の

か
た
は
秘
極
的
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
か
必
要
で
．

ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
手
を
梶
っ
た
り
拡
げ
た
り
、
足
を

伸
し
た
り
ま
げ
た
り
し
て
、
絶
え
ず
手
足
を
動
か
す

こ
と
。
そ
れ
か
ら
こ
の
病
気
で
は
傷
の
冶
り
か
悪
い

一
の
で
怪
我
を
せ
ぬ
こ
と
。

「
〈
九
大
」
犬
大
大

進
行
し
て
、

　
　
　
　
　
　

ｊ
・
ｌ

一
寸
し
た
怪
我
が
治
ら
な

手
足
の
先
か
と
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
血
液
の
循
裂
を

よ
く
す
る
よ
う
に
身
体
を
動
か
す

　

お
風
呂
に
入
っ

て
温
め
る
、
傷
を
つ
け
な
い
と
云
っ
た
こ
と
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

次
は
皮
膚
筋
炎
に
つ
い
て
。
会
口
の
ト
分
の
一
位

か
皮
膚
筋
炎
の
か
た
で
す
。
皮
膚
筋
炎
と
は
皮
膚
と

筋
肉
の
巾
方
が
お
か
さ
れ
る
病
気
で
、
ト
年
位
岫
ま

で
は
こ
れ
に
か
か
る
と
治
療
法
の
な
い
ま
ま
に
命
を

お
と
さ
れ
た
の
で
す
。
以
近
は
ス
テ
ロ
イ
ド
も
か
な

り
よ
く
効
き
ま
す
し
、
免
疫
抑
制
剤
も
よ
く
効
き
ま

す
の
で
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
病
気

は
か
か
っ
た
か
た
た
は
よ
く
御
存
じ
の
よ
う
に
、
筋

肉
の
力
が
抜
け
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
そ
の
た

め
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
と
悶
違
え
ら
れ
る
。
心
者

さ
ん
に
は
Ｉ

界
始
め

は
ト
イ
レ

へ
い

つ
て
し
ゃ
か
ん

で
い
て
、
Ｉ
て
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
気
附
く
。

‥
取
近
見
え
た
二
十
才
位
の
女
の
方
は
迎
勣
選
手
た
っ

た
か
た
で
以
前
は
徒
競
走
で
負
け
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
し
た
わ
け
か
運
動
会
で
一
番
ひ

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
故
か
足
の
力
か
な
く
な

っ
た
と
云
う
の
で
病
院
へ
米
ら
れ
皮
膚
筋
炎
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
い
う
例
も
あ
る
。
そ
う
。
ぶ

う
風
に
几
ず
筋
肉
の
力
か
抜
け
る
こ
と
か
ら
大
休
病

気
が
始
ま
る
。
又
顔
に
紅
斑
が
赤
く
な
る
。
そ
れ
で

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
と
間
違
え
ら
れ
る
の
で
す
か
、

違
う
と
こ
ろ
は
赤
い
斑
点
か
お
る
か
そ
れ
が
紫
が
か

っ
て
い
る
、
色
が
違
う
の
で
専
門
医
の
と
こ
ろ
へ
来

れ
ば
す
ぐ
診
断
の
つ
く
炳
気
で
す
。
勿
論
お
薬
で
洽

療
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
け
れ
ど
、
強
皮
症
と
同

じ
よ
う
に
運
勤
し
な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰
え
る
の
で
、

筋
肉
を
よ
く
勤
か
す
こ
と
か
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
結
節
性
動
脈
周
囲
炎
の
か
た
が
少
し
お
ら

れ
、
不
川
の
膠
原
病
と
い
う
か
た
か
相
当
お
ら
れ
る
。

こ
れ
は
膠
原
病
ら
し
い
が
ど
の
膠
原
廊
か
わ
か
ら
な

い
。
作
目
か
ら
六
つ
の
膠
原
伽
と
。
二
っ
て
、
膠
原
病
は

六
つ
の
病
気
と
き
ま
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
、
結
節

性
動
脈
周
囲
炎
。
そ
れ
と
今
日
は
お
話
し
し
な
か
っ

た
が
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
リ
ウ
マ
チ
熱
で
す
。
と

こ
ろ
が
最
近
、
以
上
の
六
つ
の
膠
原
病
に
ょ
く
似
て

い
て
違
う
原
因
の
病
気
か
あ
る
ら
し
い
こ
と
か
わ
か

っ
た
。
今
で
は
六
つ
以
外
の
膠
原
病
に
つ
い
て
叫
究

せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
れ
が
吊

要
な
こ
と
に
な
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

　

膠
原
病
の
冶
療
に
つ
い
て
は
あ
と
の
相
談
会
で
色

々
お
話
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
冶
療
を
受
け
る
場

合
に
は
専
門
の
医
者
に
任
せ
て
そ
の
指
道
の
通
り
に

す
る
こ
と
か
極
め
て
人
切
と
思
い
ま
す
。
先
程
西
来

先
生
の
お
・
乱
に
あ
り
ま
し
た
か
、
自
分
で
病
気
を
悪

く
し
て
い
る
か
た
か
多
い
。
自
分
勝
乃
に
薬
を
調
節

す
る
、
例
え
ば
ス
テ
ロ
イ
ド
か
必
要
で
あ
る
の
に
ス

テ
ロ
イ
ド
は
危
険
だ
と
勝
手
に
白
］
分
で
減
ら
し
て
し

ま
う
。
ス
テ
ロ
イ
ド
は
確
か
に
重
い
副
作
用
を
生
ず

る
可
能
性
か
あ
る
危
険
な
薬
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私

達
辱
門
に
や
っ
て
い
る
者
は
そ
の
事
は
十
分
わ
か
っ

て
い
て
投
摩
す
る
の
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
か
危
険
だ
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構のすをはりがれれ唇話そたっ先いです全か出な　量し口すと

でかる欣膠ジあはた察がれこて年も来　゜然たて洽又を　｀イるム

は混わむ原ンるよかであかのい台のたと効かそ療病変時ド　｀う

なぜけと病と　゜く　ｉそっ膠肋だ湾だ　｀こかそれを入え々のこの

いてで確のム聞効　｀のた原は　゜かか全ろなれにすがる検副れは

かあすかかういいそ薬　゜病木そらら然かいを色る医の査作が医

とる　゜にた薬てたのをし　｀のこ入　｀効最な欣々場者はし刑危師

い　゜そ痛もか昆の医摘かリ泊でっそか近らんな合の病なは険の

うよのみ欣入るに者発もウ屑欣てれなは私で薬か薬気かよな掛

人いよがんっととはし医マをむ来にい薬はおのあををらくの示

も薬うとでてそ鈴木だ者チ腿:とた少とを欣らこるの悲使知でに

いがにれいいのをの時まにに確薬し薬売んれと　゜まくいっあよ

ま混今たるた薬ひ屑参でよつかはずはるでるか長なすまてっら

すぜのり薬　（jのねと考そくめにスつや方も　゜出近いるすいてず

かて薬熱でブ中っ聞入れ効てよテ薬っかよそて色でば゜で　｀　｀

｀あにがあ夕にたかとをい売く口をぱういうい々自か自注医勝

そるはとりソ　｀とさし用たりなイ混りまと云てな分り分意師≒F

れな効れ　｀リブいれていと出るドぜ売く思う多雑でで勝しはに

はらくたそジタう　｀呼で云し　゜かるれない薬く誌色す手まス服
好結もりれンソ話あば　｀うたま入　゜なっまがのが々　ｃにすテ川

りも特ホ弱ずあはのはすっ一　だしも方云人面　惑てい危過い

ま入にルく着る乱薬な　゜てつ色きてあかわ雅か薗わきる険ぎ加

す浴皮モなるけ暴をいけ人最々たいるどれにあかさてこにた減

゜し膚ンっ物れな款゜っ事辺おいるでんるにるにれいとなりに

までかはてをどこん般しな感話　゜のしな　゜とと医なるにる長放

た皮弱皮い清　｀とて近てこじし　でよにそか思療い　゜つ　゜いり

着膚く膚る潔こをい膠薬とてし　すうかれ．いとよ皆け皆間こ

るをなを　｀にれしれ原だはいた　かがよよ段ま云うさこさ飲ん

物人っ弱又すはてば晦け衣るい　ら　｀いり々すうにんんんんで

も切てく服る誤も普ので食ここ　是私とよ良゜のしはでかであ

清におす用こりよ通患病院とと　非違　｀くく何はて是悪非いる

潔すりるしとでいの者気をはか　私医思効なかかい非．い常る　゜

にるま　｀で　゜すと生さが大膠ｙ　達師っくり云なたそこにと従

しこす中い膠　゜思活んよ切原り　をもて薬まっりだのとお副っ

てとかでる原衣っかのくに晦ま　信一迷かすてまきよを困作て

肌からもス晦食てで中なすのす　拙生わ出よもどたうすり川そ

を大　｀強テは住いきにるる治か　し懸れれこ．ろいなるにでれ

大切い皮口皮でるるはわこ療　｀　て命るばなまこ　゜も人な非を

切でつ症イ膚は方　｀医けとにも　い研こそどあし　のがっ常欽

にあではドが先も咸者でで当う　た究とのとおい　に出てにみ

出命をはとの出　ないまい冷ほこてりべとにいん又る勿のにす
未だ｀患かで来次らこするえしろほする共し物と膠方論充つる

なと患者多こるになと　゜おていかしるとにて　｀日当京はェ分いこ

い患者さいれか結いで斯郎膠　゜よい　゜ロ粘いすい向食り含てと

とっさんと等　｀婚゜　｀様屋原なくのその膜たべ物の塩テま云を

云てんの思の出問　家なの病お　ヽでこ中がだて　｀かのマれえ心

わおの希い問産題　族こ環を辰尨すでが弱き刺うたとトたばか

ねり希望ま届出　｀　のと境悪近ミ　゜なたいた激んはり｜物　｀け

ばま望　｀すで来出　方はをくはて住るだのいのと味方デを栄て

なすを今゜皆る産　か勿大す夏冷居べれで　゜あ塩のにスと養い

ら　゜遠の私さか問　い論切るでえでくたすそるか強注でれ価た

ぬた成言達ん　｀題　　っ本にこもるはうり　゜れ食らい意腎とのだ

とだし葉医お婦か　し人しと冷よ暖す　｀刺は物いもせ臓私高き

患出てで師苦人あ　よだてが房うか味胃激膠を物のね病達いた

い未あいはしのり　にけほあすなくのやの原資　｀　｀はのはもい

まなげえ病み患ま　協でしるる所乾も腸あ病べ熱だな進云の　゜

すいるば気に者す　力はい　゜たは燥のをるでないとり行い　｀資

かこの二のなが　せ出と住め避しを傷物はい物えましま蛋べ
｀とがＩ治る多結　ね来患ん体けた食めを皮よ　｀はせてす白る

出は使ド療こい婚　ばないでかてとべた食膚う冷うんい　゜質物
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法液に膠私る合健るい｜長管報五ビ　げとでてがげ知らから来

での強面は　｀わ康とるのは長道つに今ねかなも欲てっ　｀あぬる

あ循皮病膠こす法云か相百ささ児出年はしい無し　｀で出れとだ

り環症と原れ　｀でうと手才んれがらのなて方理い結貰来ば考け

｀をでは病かそあ言質がとか　｀訪･れFIﾕら子はだと婚うる　｀え患

ま良は血で健れる葉問　｀いお腿ねた月ぬ洪図とムのこだ病ま者

たくひ液も康か　｀かしあう正らて　゜京とさ院云う方とけ気すの

なすどのそにら私あたな長月れいこ都患んへう方向　｀病を　゜希

っるい循の一顔はるとた寿のたっののっを入方　｀へ医気か女望．

たこ　゜環通番を朝　゜こはのテ方た方清て産っもこ持師のく性を

らと毎のりよ　｀起体ろど方レも校は水おめてあれっとこすの達

良法日悪でい吹きに　｀うでピ多様五寺りる治りにてしとわ方成

く愕手くあとにる子，病しすでいかっのまよ療まはゆてをけかさ

す自足なるの休とを気でか話でテ児管すうをす･茸きも充に結せ

る炳をると答を両?りに長　｀をしレの長　゜に受け症た御分は婚て

方回こ病患で|,|ﾘ･Ｆでは寿イさよビ名さ　努けれでい混和ゆしあ

法にす気いあ于･をる晏をンれうやづん　力など出　゜引手かたげ

だなっでまっでここ！保夕た　゜新けが　しが　｀産又しのないね
といて　｀した撫すとをっビ・そ聞親テ　てらそはｒで方い希ば

恵方血特だ　゜でりがすてユ管のででレ　あ何うと洪あにか望な

をにそいうたで良てでてに初い運こ　　　　　すにてさ　しわい

二感のまれ事参いもす頂出めま営の友　　　　゜な来れ最たれま

・じ中すしを加害明かい席てし委だの　　第長れ年　｀後　・たす
三たで゜く人で囲る　｀たさ総た員び会　　五時るは医に　の　゜

述呉特　思変き気くとのせ会諸やはの　　回問こ陶療　｀　は管

　　　　　　　　・ヽ　　･．　　先ボ総皆　　総御と気椙今　成長
　　　　　　　　ｌ　　　　ｉ　　生ラ会様　　叉静をが談日　程．が

　　　　　　　　ｌ　　　　ｌ　　　にン　｀　｀神　ム幼心一での　良病

　　　　　　Fパ　　　　L !　　心ｆ御お奈　にも･か段専大　い気

　　　　　　丿①　　　　　　　よィj･7体川　出難らと門会　この

　　　　　　　　‘'

ｌｐ　　　

'-｀．゛りァ労の県　席うお良ので　と治
　　　　　　　-Ill *・ゴ　y･，おのさ貝　　　　ご析く先皆　を療

　　　　　　　　　　、　．．　　礼方ま合栗　しざりな生さ　云は

　　　　　　　　　　　'｢'　　中々でい　　ていしっ方ん　わ手

　　　　　　　　　　　　　　　し　｀しか原　　　まててのお　れ当

　　　　　'，μ，　　　　　　　ﾄ，ごたが　　　　し話　｀お互　たで　　　　　流言………5ﾐ………I丞･･．　　　　　げ指　・で真　　たをお話い　　とあ

　

まj、　す　　　　゜系　　をに　思る
　　　　次回

。

?　　≒犬゛　バリ　言

んおすあのい　く望日セか向　ししもれ闘は　気で話じ昼　へ

の話゜っ内く講思を中ンいっ塩までのだ病　｀午･ののなＳ食払て
おし　とにつ演い与-に病アて川し　｀とおで会後き悩どＬのはみ

父合　云活かのまえ来とド　｀先た過云旨は場のひみ聞Ｅ時遅た

様い　う発の後す　｀る同バ膠塗　゜ごは葉なの西しをかで　｀れい

のの　間にグの　゜励でじイ原の　すれにく雰来さあさあおてと

質中　に行ル医　ましくス病お　やる　｀　｀囲先をりれるとお思

問で　過はｉ療　しよ難を患話　このな従気生思あ　｀為な昼い

さ　｀　ぎれプ椙　てう病頂者し　そなる病をのいり既にり近ま

れ八　て　｀に談　　ドとといのは　　｀ら程し明ユ知と婚結にくす

る才　し一分会　さ私呼だ日　｀　回　｀払てる　｜　ら感　｀婚居か　゜

真の　ま時かは　　ったば事常こ　仮病たいくモさじ未をらら

け皮　　っ間れ　｀　たちれ　｀生れ　の気ちきわアれ　｀婚あれ出

ん膚　た半て先　丿患な又活か　道とのまかたま改そきた席

な筋　気と自生　な者い膠にら　だう病しせっしめれら方し

ま炎　か云山を　どに日原つ寒　とま気よなぶたてぞめかた

なの　いうな囲　　｀明か陶いい　帰くはうかり　゜｀れた　｀の

ざお　た時雰ん　うる必もて季　感伸一//　らの　このと私で

し子　し間囲で　れいずハの節　い良生と　｀お　の立云とす

にさ　まも気　｀　し希近ン細に　たくの云zy話　病場う同か
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　さり入　　　　　　　　様早で　会をのしいばよで　れあ同は

第いあ院全　　　　　　　　とく　｀願を目時かかもっあこまの情　｀

五　゜せ中国　　第　　　－おな副わ設的問しとってるのす時い同

回心らで会　　五　　　住逢さ作くけにを総思と　｀為会よのたじ

総よず総員　　回　　　所いれ川ばてし組会い会おにでうおし年

会り　｀会の　　　χ　　　一でるの　｀頂たむのま員互共残排父まご

にお陶に皆　　総　　　　古事なスけ心の色すのに通念っ様しろ

善排気善さ　神会　　　　るをいテたゆが４　・皆悩のにて　｀たの

加りに加ま　奈　に　　　　日排根口らく　｀の　　さみ悩思おお　゜子

し中負さい　川瀬　　　　をり本ィとま無プ　まをみいり子　供

でしけれか県゛　　　　楽な治ド思で浬口　とうやまま様　を

が上ななが　　加　　　　しが療ホっ親でグ　交ち不しすが　待

拡げいかお　河　し　　　　みら薬ルてしあラ　流あ安だ　゜一　つ

のまでっ酒　　て　　　　に　｀のモおくるム　でけをの　日　親

感すかたし　野　　　　　　し叫開ンり交なの　きる其は　も　と

想　゜ん皆で　　　　　　　　てぴ発とま流ら中　た時感　｀　早　し

を　ばさす　真　　　　　　い総が縁すの　｀で　の間し同　く　　て

綴　　っんか理　　　　　　ま会一を　゜で交は　でがだし　治　　｀

り　ては　　子　　　　　すで日切　き流　｀　はあ慨駒　胞　深

だ　下余　　　　　　　　　゜皆もっ　る会そ　なれに気　さ　　く

た総　　　　　　－くラご頂総苦す私と患グいっ生で私て払運い

゜会前　　　　　住ごン指け会しのも良者ルとた相すは良に営と

佐で会　　　　　所指テ導るのむで病いと｜思と談がこかと委思

藤多長　事　　｀‾‘導ア‾ﾄﾞ場時こ　｀気の先プい思コ　｀れっり員い

さく佐　　　　　　下しさ所はとこ以で生ごまい１医でたまのま

んの藤　務　　　　さていかかかの外は方とすまナ療二とし皆す

は会ゑ　　　　　　る‾ﾄﾞまあり多先のなとの　゜し２・回思て様゜

昭員み　局　　　よさしれでく発事い個相　たを生目っ今ご

和のさ　　¨　　　　うったばなな病でか人談　　゜設活のて回く

7･方ん　　ｊ　　　おた先良くるす悩と面ば　こけ相本いのろ

十かの　だ　　　願皆生い　｀とるん考談か　れら談郎ま総う

一らこ　　　　　　い横方とい思ただえかり　かれの総す会さ

年御と　　よ　　　　し　ヽヽもっいぴりて受で　らまコ会　゜はま

三百に　　　　　　ま今役考でまにしおけな　もし｜に　大で
月間つ　り　　　　す後員えもす何たりらく　続たナ参　変ご

下がい　　　　　　・共のてご゜ら雁まれ　｀　けこで加　充ざ

句あて　　　　　　　｀皆い柏　かかすだ出　てと特し　実い

にり今　　　　　　　よ横ま談　のあ　゜ら来　頂はにた　しま

本ま度　　　　　　　ろ　｀すし　形り　もれ　き良．わ　てし

部しの　　　　　　　　しボ　゜で　でま　　っば　たか人け　いた

　　　◇　　　　　　　◇　　　　げ　御宮だ　っら　まこおて事

　じ部おお新を師よ月五　　　　ま切礼るこ甚てく又しれ手会務

縮め割寄迎年済走うと十　　　　すにを友とだ今休瓦たは級長局

集ご愛せえ号まのにも二　編　　゜御中のと残月会十　゜五を職へ

委了す頂下とせ風なな年　　　　　自し会存念にし二　十添を一

長承るきさなたをりりの　　＿　　愛上へじな至た年　－え辞身

　下場まいりと感まま初　集　　　のげのまこついに　年で職上

　さ合し　゜まこじしす冬　　　　　上たごすとてと入　四辞しの

富いもた　すろなたとは　後　　　御い尽　゜でおのっ　月表た都

田まご原　のでか　゜や暖　　　　　健と力こすりﾉゝて　のかい合

・すざ稿　ですら　はか　．一　　康存とこがまが事　運送とに
倉よいは　　｀　゜．　りい　記　　　のじごに事す牛務　営らのよ

田うま縮　ど会膠　寒日　　　　　程ま苦あ情゜に局　委れ至り

・おす集　う長原　さ々　　　　　をす労ら已　よへ　長て急同

寺願のの　ぞの34　かで　　　　　お　゜にたむ　る友　会参電月

山いで都　良皆号　身し　　　　　祈　対めを　おの　でり報末

・し　｀合　い様こ　にた　　　　　り　　して得　申会　受まに日

森まあ上　お次の　しか　　　　　中　深永な　出は　理し続を

田すら　｀　年号編　み十　　　　　し　甚年か　がし　さたいも

　゜か一　をは集　る二　　　　　上　なにっ　あば　れ゜てっ
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